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音JECKのビジョン及びミッションを制定(2023.OI.OI)

NPO法人JECK設立後3年経過するに当たり、法人としてのビジョンとミッションを下記の通り制定した。

ビジョン　多文化共生社会を実現し世界平和に貢献するための推進役となる。

ミッション　国際協力の現場での専門知識や海外経験に基づく国際理解に関する「学び、働き、遊び」の

アクションを起こし、多文化共生社会の実現に邁進する。

I.国際協力や国際交流をJICAや各種機関と協働で進める。

2.国際協力の現場や海夕卜で働く意欲の高い人材の育成とそれらに伴う魅力的な情報を発信する。

3. SDGsを踏まえて多文化共生社会の課題や問題解決に取り組む.

音横浜市の組織基盤強化助成金

昨年来、横浜市夢ファンド団体登録から始まり、横浜市とZ○○M会合で自己評価、協力団体意見交換会、組織基盤フアシiノテ一夕ーのアド
〈イスを受ける等を実施してきた結果、横浜市助成金30万円が給付されることになった。

"」ECK創立之0周年記念講演会開催(2023.O上28)

JECK創立20周年記念講演会を、 i月28日にJICA横浜センター「かもめ」で久し振りに対面形式で開催した。コロナ禍の影響か参加者

‡I4名で想定人数より少なかったが、対面ならではの熱のこもった講演、真剣な質疑応答、意見の表明等充実した講演会であった。

挨拶:　JECK理事長　　若林　敏雄

講演:　JICA横浜所長　中根　卓　　　　　　　ホンジュラスにおけるJICA活動と　開館20周年リニューアルした海外移住資料館」

文教大学国際学部教授・ JECK会員　林薫　持続性を考える視点　一Developmen†からEnvelopmen†へ一

音SDGsよこはまC量TY2022秋(2022. 11. 05)及び2023冬(2023. 02. 18)に参加

」ECKは、よこはまCプラット主催のSDGSよこはまCITY2O22秋、 2023冬に参加し、 ZOOMによるオンライン・セミナー「JECK国際理解

露座」を提供した。
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音関東学院大学・明治学院大学・立命館大学の今期のJECK受託講座協力の現場」終了

3大学の今期受託講座は、 2023年I月に終了した。講義内容及び明治学院大学の受講生の感想文をP3へ4に記載

音佐藤清春哉氏逝去(2022. IO. 26)

元JECK理事長佐藤満寿哉さんは、 i O月26日に逝去されました。ご冥福を祈り、謹んでご連絡致します。

左藤さんは、 MKの番組制作部在任中は、 「朝の連続テレビ小説」等のドラマ(代表作・おしん)を数多く演出しておりま

す。

音JECK会報3 q号を発行し関係機関・団体・会貝等に配布(2O22.IO.OI)



2022年度　明治学院大学国際学部「国際学持論(国際協力の現場) 」　　　　　若林　敏雄
授業はすべて対面として補講、休講もなく以下の通り実施された。履修者数は64名(I, 2年生37名、 3年以上I7

名)で、毎回活発な質疑応答が展開され、国際協力に関する関心を深める授業が行われたと確信している。なお、

最終回には学生による授業評価も行われた。
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国際学特講1の授業を受けて　　　　　明治学院大学　国際学部国際学科　　大木あかり

私と国際協力機構(以下JICA)の出会いは、中学校の校夕卜学習でJICAを訪れたことだ。ハワイに移民した日本人

移民の話を聞き、日系人の歴史を学んだ。英語弁論大会に出るなど、当時から英語に興味があり、何か人に貢献でき
る仕事がしたいと考えていた私には、とても刺激的な一日だった。

それから数年後、 ``DoforO†hers(他社への貢献)’’を教育理念に掲げ、英語を学ぶだけでなく、幅広い学問を学

ぶことのできる明治学院大学に入学した。履修登録の際、偶然見つけたのか、国際学特講だった。毎回先生が変わる

ゲストスピーカー方式で　国際協力の現場の声を聴くことができることに惹かれた。

実際に授業を受けてみると、私の知らない国際協力の仕方、業種、国について知ることができた。たとえ広築4
回の北島博司先生の「病院プロジェクト」の講義では、医療器具貸与という支援の仕方を知った。国

際協力はインフラ整備などの大規模なプロジェクトの印象が強かったが、それが覆された。ほかに

も、第6回の黒/iI清登先生が、フィリピン早期洪水警戒システム(ウェブカメラ)を作る際、中小企業

の方が、細かいニーズに合ったカメラを作れると仰っていた。

この授業を受けていくうち、国際協力には、専門性が非常に重要であるということが分かってき

た。たとえば　第5回の青木裕子先生は、開発コンサルタントと子育てを両立されていた。専門性を極

めること、英語ができるのは当たり前で　スペイン語などほかの言語でも通訳を通して、論理的に話

すことができ、論理的にコミュニケーションできることが重要だという。しかし、決して専門的な技

術や知識以外、役に立たないということではない。第I回の授業で住吉央先生に、国際協力では、専門性がなけれ
ば意味がないのか、という内容を質問した。先生によると、文系は人脈作り、人と人をつなぐこと、語学力などに長

けており、頑固な人を説得してプロジェクトを円滑に進めることができるという。さらに、第I3回の冨永秀雄先生

は、現地の人と信頼関係を築き、火をともすことが最も重要だと仰っていた。

私にはどんな専門性があるだろう。大学生活を送る中で専門性を極め、コミュニケーションカを磨き、国際協力
に携わる人材になりたい。

国際学特講1の授業を受けて　　　　　明治学院大学　国際学部国際学科1年　川島　一真

国際学特別講座は、 JICAなど開発途上国の支援に関わる方々から、その経験などについてお話を伺う授業で

す。この講義を通して、自分の中の変化を感じ取れたほど影響を受けたと感じます。今回は、私がこの授業を受け

て実になったと感じる点を、 3つに絞ってお伝えします。

まず挙げられるのは、自分の中の援助のイメージが変化した点です。それまで援助といえば災害時における物

資の供与や自衛隊派遣を中心に連想していました。しかしこの授業の先生方からは、途上国側の、自立を後押しす
る姿勢を見出すことができました。物資自体を送るだけでなく、産業の発展のための研修や、日本式のノウハウを

伝播するなど、ある種の教育を行い、自立への種を蒔くという訳です。
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次に挙げるのは、途上国内の雰囲気を伺うことができた点です。読書やテレビ番組など、現地の人とのコミュニ
ケーションを取る場面は、確かに様々な方法で確認できます。ですが、実際に支援を行う方々が前に立ち、実際の
写真も交えてのお話を聞くことで「活きた」ような、ありのままの描写が伝わります。講義の中心内容からはか
け離れ、箸休めに近いものもありましたが、援助の形を通した交流体験談は、生ではめったに聞くことができませ
ん。ゆえに、時に胸を躍らせながらお話を聞いていました。

その中で　プロジェクトが順風満帆に行くようなお話は、私の記憶の限りでは見受けられませんでした。むしろ苦

労を重ねた上で支援が進んでいくお話が多かったです。例えば現地に暮らす人々と試行錯誤を重ねる、協力関係に
ある国の人々の間を取り持つなど一筋縄ではいかないようでした。自分の想像だけでは知りえない、支援における

苦労の一端を垣間見ることができました。

結びになりますが、私が得られたこれらの教訓は、やはり支援にあたった先生方の実体験を伺えたからこそでし
た。単に本を読むとか、ニュースで支援の事実を知るだけでは実感できなかったものです。この場をお借りして、

講義された先生方に感謝の意を示したいと思います。改めて、ためになるようなお話をありがとうございました。

2022年度　関東学院大学経済学部　「国際協力の現場」　　　　　　　　　　内田勝巳
「202〇年度及び202I年度は、コロナ袖の下、全ての授業をオンデマンド方式で行ったが、 2022年度は海外在住

等の講師3名を除き、 3年ぶりに対面授業を実施した。 2022年度の新たな講師として、第I回の講義をJICA横浜セ
ンターの住吉央課長にお引き受けいただいた他、第14回の講義をJECK新会員の小林正幸氏にご担当いただい

た。履修登録者数は経済学部及び経営学部の学生56名であった。

回数 �?ｨ��/b�講義の方法 俎X蹌�タ　イト　ル 

i 微�ﾈ�#i?｢�対面 偖ｨｶx��甸�開発途上国の現状と政府開発援助(ODA) 

2 粕���9?｢�対面 �(i�)��nr�ハoキスタンの規制改革とその後の7オローアツ70 

3 又�譏�ｩ?｢�対面 亳y69H韋｢�中東地域における職業と経済活動を考える(電気・電子分野) 

4 粕�苴y?｢�オンデマンド (海タト) ��XｻI&ﾙ^B�パキスタンにおけるノンフォーマル教育 

5 粕��#I?｢�対面 俛Y�ﾉ�I6��リユーか-ルイクル技術導入によるハイ圧ッテリーの循環産業構築ユーげボケルでの取組 

ら 豚ﾈ��y?｢�対面 傅ﾉ�ﾈｫ8*b�開発途上国における再生可能エネルギー普及の課題と支援 

7 豚ﾈ苴I?｢�対面 亶i¥H��"�ルポyアの物流改善とJICA専門家の取組 

8 豚ﾈ�&�?｢�対面 兀餾Hﾔi�ﾒ�ウガンダ共和国米栽培普及から考える国際協力 

q 粕佇�#�?｢�対面 �>�68�jB�ミャンマーの貧困と地方開発 

iO 箔(ﾈ��Y?｢�オンデマンド 俘)m易�R�海外で活躍する人材とは 

= 箔(ﾈ苴)?｢�対面 冦��ｨﾘB�三角協力の目指すところと、その展望(ハイチで実施したプロジェクトの事例から) 

I2 箔(ﾈ范�?｢�オンデマンド (海タト) 俑��)�ﾂ�陶芸指導の国際協力 

I3 簸佇謫i?｢�対面 �69(h�ﾔｲ�途上国の発展とODAの現状及び限界に関する見解 

I4 尾佇�#9?｢�対面 傅ﾉ}��8ﾔｲ�南極における国際協力 

立命館大学経済学部での」各CKメンバーの講義　　　立命館大学経済学部教授・ 」各CK会員　黒川清登

JECKのメンバーには、 2O22年度も引き続き講義をお願いしました。本学には、 JICAの奨学金で来日している

途上国からの留学生も多数在籍しており、 JECKの専門家の経験、助言は留学生の研究の視野を広げています。
こちらからは、単なるタ上回での経験談ではなく、 JICAがその途上国でのプロジェクトをどう評価したか、そもそ

も援助の評価はどう行われ、どう行われるべきか、諸外国の事例も含めて指導していただきました。また、実際に
専門家として関わったプロジェクトを事例に、その管理手法、モニタIノングなどはどのように行われたか等、大学

側のニーズに沿った形で、講義をいただきました。講義にあたっては、事前に相談の上、大学側のニーズに応えて
いただけるので、学生にとっては、大変興味深く、勉強意欲を高めるものとなっています。

ぜひ、 2023年度も、今まさに話題となっている、ミャンマーの内戦、中米対立の途上国への影響、日本の対外援

助の方向性、コロナで進んだ若者の内向き志向問題などの難題を、遠慮なく依頼させていただきますので、どうぞ
よろしくお願いいたします。

回数 �5���48��6x��8ｲ�ゲストスピーカー 

1 �7�88987ﾘ�ｹj�X嶌,h�d�4��X7�88987ﾘ�ｹV靺(ﾞﾘﾋ�&饑ｸ､ｩJﾘ馼ｼh�cｨ苓妤ｫﾈ/�駟~�,h+X,B�内田勝巳 

2 末踪�V�V7F柳踐e&VwT��F�'末ﾗ��7F���覧6�6冶�f������斡ｹ�x,ﾉ�ﾘﾟIUﾘ幵��ﾎｨ,�.h.溢�邊�中泉拓也 

3 �4x4�4�6�8ｸ,ﾉE��ｨ､ｩJﾘ����ｸ,ﾈ��檠�偬��F.アルミホス 

4 ��X蝌ｼh,ﾈ鰮���)Eﾉ�ｸ��ﾚ�(�/���,�+x.�)Eﾉ�ｲ�田中秀幸 
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大池の工事施行ミスで青年土木請負組合への支払い
を差し止めていたが、改修工事を約束したため、カウ
ンターパートに残金を託し、 20I8年6月予定通り帰

国した。 q月下旬に現場に戻ることになっていたが、
各地での暴動が相次ぎ、 JICAよl月2月まで渡航を見
合わせるよう指示があり、予約していた航空券をキャ
ンセルした。結局I2月も無理で、翌年I月に渡航する
ことができた。村では早速、養殖管理委員会チーフに
住民を手配してもらい、連日40名の住民参加で養魚
池の付帯工事を再開した。この間水路の雑草を刈って
いた青年が小さな蛇に噛まれるという事故が起こり、
毒蛇かどうかわからないのでとにかく傷口から血を搾
り出し、石鹸で消毒して紐で縛り、大急ぎで7km離れ
た町の病院に搬送した。幸いにも毒蛇用血清がi本だ
け残っていた。その後、毒蛇でないことが判明しホッ
とした。傷口もただれず幸運であった。

事務所兼倉庫兼作業小屋の入り口の扉を強度のある
扉に替えるべく中古の鉄製扉を購入し、取り付ける矢
先に、 20Iq年2月I8日の夜、小屋の鍵を壊され発電
機、電動ノコギリ、コンクリートカッター、拡張用ト
タン板、等々が盗まれてしまった。この日は丁度夕方
から、村につながるカタール川鉄橋の渡り板を交換す
る工事が始まっていてIq日から全面通行止めになっ
ていた。このタイミングを見計らって盗難に入ったも
のと思われる。驚いたことに、捜索に関わった警察官
四人からは日当を請求され、仕方なく支払った。警察
官二人が村で5日間捜索し、六人を拘束し、留置所に
入れたとのこと。その中にはPond Managerが入っ

ていた。警察は彼らの家を家宅捜査したが、盗品は一
切見つからずじまいであった。犯人は村人の中にいる
とのことであったが結局、犯人は見つからず2週間後
に全員釈放された。鉄橋の工事は4-5日で終わると
いわれていたが2週間もかかってしまった。これには

住民も憤りを隠せなかった。

この間、村に行けず、遅れている養魚池の整備作
業を進められず非常に歯がゆい思いであった。鉄橋の
開通後現場作業に没頭していたため、帰国の際、空港
で通関するまで滞在ビザが切れていることをすっかり
忘れていて結局出国できなかった。チェックインした
荷物を引き取ってまたホテルに引き返し、翌日受け入
れ機関のオロミア州畜産水産局に大急ぎでビザの延長
手続きのための公用書類を作ってもらうと同時にエチ
オピア航空事務所で高額な書き換え手数料を支払っ
て、なんとか帰国することが出来た。

その後もエチオピア国内は政情不安定で首都近郊
で暴動が起き、首都北部の幹線道路でミニバスが停め
られ投石を受け、窓際に座っていたアメリカの女性文
化人類学者が亡くなるという事件が起きた。まさに
20i6年に小生が被った事件と同じであった(奮闘記
その3に記述) 。小生も確かあの時死んでいた可能性
がある。何が運命の分かれ道なのだろうか。

群庁舎のあるオゴルチョ町からシャレッドゴト村
までの7kmは住民の唯一の幹線道路で隣接する村人ら
にとっても同様である。町で週2回の市が立つとき
は、大勢の人や馬・ロバ車、家畜などが往来する。ま
た作物の搬出や都庁での集会や病院への往復でも頻繁
に使われている。しかし、この道は途中に岩が剥き出
しになっている凸凹の坂道があり、また雨が降るとぬ
かって車両でさえ通行が困難になるため、急病人や出
産まぢかな妊婦が出ると村人は7kmの町まで担架で担
いで行く。村はこの道の改修を長年行政に懇願してき
た。群の道路公社も改修計画を作成し、村から供託金
を募り蓄積していたが、暴動が激化するや公社の所長
らは転勤になり同時に集めていた供託金も消えてし

まった。見るにみかねて、草の根小型無償資金協力案
件として日本大使館へ支援を嘆願した。大使館からは
前向きな返事をもらったものの、新しく採用された当
地出身の若い公社所長は経験不足で必要書類を全て独
自で用意することができず、こちらの支援も空しく、
改修工事はプロジェクト期間中には実現しなかった。
政情不安で養魚池の建設は何回も中断されたが、プロ
ジェクト開始後3年半にしてようやく全ての池の建設
を終え、 20Iq年5月に養魚池I8面計IO,0○○n子のエ

チオピア最大の養魚場が完成した。種苗生産池から稚
魚を取揚げて、完成した養魚池に逐次放養し、ティラ
ピアの生産を本格的に開始した。

本来養魚池面積20,〇〇〇品の養魚場を建設する計画で
あったが、プロジェクトの開始が遅れたため、その間の高い
インフレ率と平価の切り下げで建設費が高騰し計画通りに
行かなくなったことは前号(その5)で記述した。エチオピア
で養殖開発を支援しているオランダのNGOに援助を求め

養魚池見取り図

醒醒
重雄要義

Google Eclr†hでみた養魚池

た。NGOは応援してくれたものの、資金を提供しているオラ
ンダ政府からは不採択の通知が来た。また、たまたまラジ
オで知ったアメリカの財団Fish FamiIy Founda†ionにも

懇願したがこれも採択されなかった。検討していたアブ)カ
協会への応募はプロジェクト期間中に採択される望みは
薄かったので結局応募を見送った。当初、養魚の土地問
題で苦慮した村人にとっては養魚場の縮小は我々同様不
本意ではあったが、それでもエチオピア最大の養魚場とい
うことで納得してもらった。

養魚池がほぼ完成したことにより魚の生産計画の目処
がたち、プロジェクトの目的である生産された魚を栄養改
善に使う活動をようやく推進することが可能となった。当地
で栄養改善に対処しているオロミア州立アルシ大学食糧
科学学部と提携し、シャレッドゴト村で魚の調理実習を共
同開催した。
養魚場の全施設が完成した20iq年I〇月に、政府要
人、関係機関、普及員、近隣住民、メディアらを招待して養
魚場の開所式及び引き渡し式を村人とともに盛大に行
なった。
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記念の石碑には``Fish for HeaI†h’’と刻み、JICAエチオピ

ア晋用所長に除幕していただいた。

取揚げた魚を調理して招待者や村の女性を優先して食べて
もらった。大勢の子供も集まってきて、女性らによる踊りの輪も
でき大変な騒ぎになった。

計画していた優先配分者を対象とした栄養啓発活動(調理

苧豊鵠磐競鴇潟箸瀧鴇紫と

の調理施設において調理したメニュー(煮魚、
-〇、煮野菜、インジェラ(エチオピアの主食))を

渡航禁止となった。そのため、村の保健普
再び治安が
及員および郡

ムを結成してもらい、資金を送金して遠隔でその後の
発活動を展開してもらった。生活改善委員会は
のみでなく養魚に関する研修も行ったり、定期的
調理・販売し、毎回平均40名の来客があり利

毒まっているとの嬉しい報告も寄せられた。

渡航禁止が連続したため、プロジェクトは202〇年iO月まで
垂長になった。しかし、その後も北部のティグライ州での政府軍
二の軍事衝突、そして民族紛争も激化し、それにコロナウイルス
臼題が重なり再度渡航禁止となり、プロジェクトは202i年5月
亡で再度延長された。しかし、コロナ問題が終息せず、渡航の
郡」か剛軋り

が立たなくなってしまったため、計画していたエンドライン
をアルシ大学に業務委託し、その調査結果をもとに事業評
行った。またポストプロジェクトの支援体制についてオロミ
畜産水産局とアルシ大学それに我々の3者でリモート会議
施し、最終合意を覚書として作成し、3者の代表が署名し
こ。この覚書に従い、アルシ大学は2〇万ブル(約5〇万円)の予
草を確保し、対象住民および関係者を対象にして総勢52名が
勅ロして5月23-25日の間プロジェクトサイトで養魚および栄
巨改善に関する総括的研修を実施した。

よる発展」、SDGs

誇鰯誘岩
窟諾嵩繋諜繚努認諾繋繋
ことが叶わなかった。

エチオピアも縦割りの社会であり、我々はここに横車を入れ
ることで栄養改善と養魚開発に挑戦してきた。オロミア州行政
とアルシ大学との連携が出来たことで我々が意図してきた「連

を借りれば目標
キートナーシップで

達成しよう」が一
んだと言える。プロ
終えていつも
後戻りせず
らやり直すと
ヾないように、終

にして更なる発展
げてほしいという-
ある。今回多くの難

題を乗り越えながらも
一応我々のシナリオ通りにプロジェクトを終了させることができ

たと自負している。JICA草の根プロジェクトは202 i年5月にオ
ンラインで正式に終了した。

2O22年I月、日本においてJICA主催で当プロジェクトの最
終報告会をオンラインで行った。また市民への広報活動として
2O23年2月I8日のSDGs横浜CITY2O23冬において当プ
ロジェクトの概要についてオンライン講演した。

プロジェクト期間中、国内においては、私事として20I8年か
って発症した難病多発筋痛症が再々発し、大量のステロイドの
服用を余儀なくされ、8ヶ月かかってようやく落ち着き始め、薬も
最小レベルに達したものの薬の性質上すぐにはやめられないた

誇紫詣議隷諾紫諾鵠禁
止令の突然の発令を知らず多くの人が乗り撮った成田行き最
終便でかろうじてフィジーを出国した。202〇年秋には横浜から
千葉県勝浦市への移住を決断した。エチオピア内外
さに奮闘の6年間であった。 (完)

t]根所長は2Oi7年から4年間、ホンジュラス共和国にJICA事務所長として赴任されていた。そこで、本講演では、ホ
ゾユラス国の概要とJICA活動について、次に2O22年4月26日に開館2O周年リニューアルオープンした海外移住資料館
ついて講演された。
ホンジュラス国の概要
地政学的位置・政治・経済・社会の特徴
JICAの協力概要
好事例案件
7ト移住資料館開館20周年リニューアル概要

I)移住者を含む日系コミュニティの姿(過去と現在)を分り易く伝える
Z)これからの多文化共生に向けたヒントを提示
i)幅広い層に理解される展示を目指す

貢会員の講演「持続性を考える視点-DeveIopmen†からEnveIopmen†へ」は、次号に掲載する予定

与

護
燕
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譲

誓
譜
諷
醇
諸
説

雪に試験給食として提供した。この試験給食は大変好評
的な実施が要望された。その後も栄養啓発活動や調理

継続実施することになっていたが、4月から再び治安が

産局職員らと共同設立された生活改善委員会に栄養

覇
圭を得た。そして、村人が実際に養殖魚を購入しはじめ、需要が

処
査
を
州
穿
↓

排
祷
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基
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パ
を
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鷲たプロジェクトを踏



皆さん、こんにちは。私の名前はフアル・ウドンで

す。東南アジアに位置するカンボジアから日本に来ま

した。現在、広島大学大学院工学研究科修士課程で学

んでいます。

202i年8月に来日し、留学生生活を始める予定だっ

た。しかし、 COV工Dのために訪日が遅れ、 2か月間は

オンラインで学んだ。もちろ

ん、私だけでなく、多くの日本

留学予定の仲間が、出来るだけ

早く日本に行くことを切望し

た。質の高い教育を受けること

に加え、日本がどのように美しいか、技術が進んでい

るか、素晴らしいかを自分で体験してみたいと思った

からだ。そして、待望の来日がかない、 202I年=月

に広島に到着した。

とうとう自分が日本にいるという感覚は特別なもの

だった。そして一年が経ち、日本の社会での生活から

これまでと違ったことを学び、経験する機会を括っ

た。多くの新しいことを学ぶ一方で、日本人、日本人

社会について素晴らしいと思う多くの事を発見した。

以下、日本で感銘を受けたことを紹介させて頂く。

第一は、日本の輸送インフラ、公共交通システムの

素晴らしさだ。日本は道路、鉄道の輸送インフラ間に

継ぎ目のない接続性を持っている

国だ。インフラの延長や性能だけ

でなく、高速道路などの道路や橋

梁のデザインの美しさをも楽しむ
ことができる。これらの運輸イン

フラが切れ目なく接続され、公共

交通システムが国民に提供されて
いることが素晴らしい。公共交通は、日々の通勤や通

学の手段となっている。都市部では、自家用車は全く

必要ないことに驚く。

第二は、科学技術の高さだ。科学技術の粋が日常生
活の一部となり、あらゆる活動を支えている。例え

ば、自動販売機、 JRや新幹線のチケッ

ト購入、自動料理注文や会計、ホテル
の自動キーなどなど。日本の生活には

科学技術の粋が一杯だ。

インフラや科学技術に以外でも、日

本は文明化した国であることに加

え、規則正しく生活し、時間を有効

に使うことを旨としている。自分は、 I分、 I秒を大

切にする国で生活しているとすら感じていて、すごく

素晴らしいことだと思う。日本が戦争の廃墟から急速
に立ち直り、世界の最強国の仲間入りを果たした理由

の一つに違いないと思っている。加えて、生活してみ

て、日本は大変安全で、規則正しく清潔だ。これが、

日本人が生活を楽しみ、安全快適な社会活動を行う秘

訣だと思う。

最後に、生活面、交友面についてお話したい。月日

が過ぎるごとに異なった雰囲気

を楽しんでいる。人生で初めて

日本特有の四季がある生活を

験できているからだ。特に、
の雪が好きだ。 202i年の冬、

本で初めて雪を見た時はとても

感激した。加えて、春には有名

で美しい桜の花を、秋には美しい紅葉を楽しむことが

できた。また、夏には水泳を楽しんだ。学生として勉

強に集中し、勉学に時間を費やす一方で、折折には、
日本の各地を探訪することもできた。各地を巡る中

で、素晴らしい環境、美しい風景や自然に触れて楽し
い時間を過ごすことができた。もちろん、日本の各

地、各季節で異なる独特の料理を食べるように努め
た。

総括すると、私は日本で楽しい生活を送っている。

日本人の友達がいて、異なった国々の人たちと友達を

つくることもできる。我々は一緒に学び、一緒に分か

ち合うことができる。私は、日本が、豊かなインフラ

を持ち、シームレスな公共交通の接続性を持ち、科学

技術の粋に囲まれていることを知り、日本社会の発展
ぶりに感銘を受けている。加えて、日本は規則正し

く、規律のある、そして清潔な社

会である。私は、このような環境
の中、安らかな気持ちになって快

適な生活を楽しんでいる。そし

て、日本には、旅行を楽しんだ

り、食事を楽しんだりすること

ができるたくさんの観光スポッ

トがある。

識ai Oudam広島大学大学院工学研究科修士課程輸送システム工学

簸部課票聖要と紫蘭驚:久米秀俊会員が和訳した。

芸会議㌔。。円′年賛助会員: 1。。。円′年学生は特典あ。　」E。Kのホ葛ムページ闇

る鵠縮み封青光ラ呈示諸藩雑音鞘義雷撥葦毛告聖男雫高言認籍
ジェクトが企画段階にある時に参考になる事例と思います。今号には、広島大学大学院プアル"ウドンさん、明治学院大学の大木あかり
さん、同川島一真さんの寄稿を頂きました。 3氏の新鮮な感性にご注目下さい。
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